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 要 旨   

 

背景と目的 アルコール性肝炎（AH）は、急性肝不全、神経認知機能障害、腎不全を特徴

とする。また、AHでは重篤な炎症反応が起こることが知られている。炎症と腸内細菌の

移行は、疾患の発症と進行に大きな影響を与えると考えられている。AHの死亡率は 50％

に近いと言われている。我々は、AHに対するリファキシミンの有効性と、炎症および代

謝に与える影響を評価することを目的とした。 

 

方法について 本試験は関連当局の承認を得た（EudraCT番号：2014-02264-33，科学倫

理委員会，jr番号：H-1-2014-056）。主要アウトカムは、代謝マーカーおよび炎症マー

カーの変化とした。副次的アウトカムは門脈圧亢進症、腎機能、神経認知機能であった。 

 

結果 32名の患者が標準的治療（SMT）または SMT＋リファキシミンに無作為に割り付け

られたが、割り付けは盲目的とした。SMT群 4例、SMT＋リファキシミン群 5例が AHと肝

不全により死亡した。試験薬に関連する有害事象は認められなかった。28日後と 90日後

のアミノ酸や炎症マーカー（IL-2、IL-6、IL-8、IL-10、TNF-α、インターフェロン-γ）

には群間で有意差を認めなかった。 

 

結論 Rifaximinは AH患者の炎症や代謝を変化させない。 

 

 


